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マダケ，ハチクおよびモウソウチクの稗の細胞構造(1)

今井友也・間島議道・藤田 稔・佐イ自 治

Cel1ular Structures in Culm Internodes of Three Phyllostachys Species， 
Madake， Hachiku and Mosochiku (1) 

Tomoya IMAI， Shigemichi MAJIMA， Minoru FUJITA and Hiroshi SAIKI 

要

マダケ，ハチクおよびそウソツチクの 3顧の節間枠挫の車Hl胞構造を翻べ，その概要と 3種間で

認められた相違点について報告した。

1) 表皮には主構成要議ーである際控長期Jl胞の外に 2離の簿壁短細飽があり，その一方がケイ酸細

j抱で，ケイ紫化合物を含むことがEDXAにより硝認された。

2) 後生木部のi割安は普通詩ません子しであるが，時に多孔せん孔が認められた。また，…対の大経

選管の問に小tE選管が認められた。

3) 枠慌の内側に髄i践に沿って髄冠縮胞j爵が形成され，それらの細胞は蜂線方向に焚く，小径で，

成熟にともない躍が肥路・木化ずる。控J]巴と木化はモウソウチクで特に顕著に認められた。

4) 横断加で計測された維管東，維管東鞘，道管ならびに器本組織梁細胞の援は，モウソウチク

で最も大きく，マダケがそれに次ぎ，ハチクで最も小さいイ療を訳した。

5)マダケでは，謀本組織柔縦胞は御形を示し，円i詩形の梁細胞が軌方向に整然と:Mzんで、いるハチ
クと明i僚に区別された。モウソウチクでは，謀本総織梁細胞はやや榊形でマダケに似るが，

援であった。また，マダケ，ハチクに比べ髄魁閣が隊く，その細胞はやや小慢であった。

1.はじめに

日本に自生する竹鎮の結類はササj潟などの小型栂を含めて13縞， 95極l:'， これに変種， J疑1穣を

加えれれば237綴類と脅われる1・2)。これらの中でマダケ，ハチクおよびモウソウチクはマダケ偶

(Phyllostachys)の代決的な穂であり，それぞれの特性に応、じて広範に別府され，従ってその比
設や強度，収縮率，さらには加工について様々な研究がなされているト的。顕微競的構造につい

ても概饗はよく知られト12) 節部の研究もなされているが以14) マダケ，ハチクおよびモウソウ

チクの綿々の穂の細JJ1QHls誌の謹識については繊維をi徐き十分に翻べられていない。ここでは，こ
れら 3槌の節問料控における表皮，維:管束，基本組織などの細胞構成の;概要と相違点などについ

て調査・検討した結果を報告する。

2，試$[.と方法

2.1供試竹梓および郎関試料の概要

供試竹枠として，京都大学農学部|制脳演習林上賀茂試験地に生予ぎしていたマダケ (Phyllosta-
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chys bamb附 oidesSieb. et Zucc.) ，ハチク (P.n~主{1'a Munro var. Henonis Stapf) ，モウソウチ

ク (P.ρubescensMazel ex Houz. de Leh.)の将を各 1本， 1994年 6月初日地際より伐採した
(学名は文献1)によるいそれぞれの竹枠年齢は正確には判っていないが， 3~4 年あるいはそ

れ以上の年を総ていると思われるものが選定された。

細胞構造の観紫試~21 は各将のJl旬高鮪!甥，議長節問およびそれよりよ部で節悶;践が胸高節開とほ

ぼ等しいiml穏(以下，主i[によ部長官間とJIヂ称)の 3節問を遊び，それら節i潤の上部，中央部および
下部から枠壁を前I1方向 3cm111lli f;:切り出した。試料は渡ちに 4%グ/レタルアルデヒドに授波し，冷

蔵保存した。供試した枠と節間の概要は Table1の通り。

Tabl巴 Internodesexamined in sample cl1lms of three bamboo 

Species Internode No. 14t(Ic1mgr) ill Diam. Culm wall thicklless 
(cm) Up. -lVIid. -Lr. (1Ils1) 

lVIadake B. H. 7 2 6 5.3 7.2 - 6.0 7.1 

Lmax 1 7 J内 F日 4.9 5.0 4.1 - 5.3 

3 0 2 6 2.8 3.2 2.5 4.5 

Hachiku s. H. 1 1 2 4 5.2 5.9 5.3 6.3 

Lmax 2 4 3 6 3.8 '1.3 4.0 5.5 

Upper 3 6 2 1{ 1.6 2.9 2.6 3.0 

lVIosochiku B. H. 8 2 3 1 0.5 1 1.8 1 1. 0 1 2.0 

Lmax 2 7 2 9 。.6 7.0 6.2 8.2 

4 1 2 3 2.7 3.4 3.4 4.8 

lVIadake (1"hylloslachys bambusoides)， Hachiku (1". nigra var. Henonis)， lVIosochiku (1".かlbescens);s. H.: 

int巴rnodeat breast h巴ight，Lm註x:the longest internod把， Upper: l1pperinternode having the日日melength 

of B. H. internodε; No.: number of internode f1'om butt巴ndof在日chculm; Diam.: diam巴t日rat the miclclle 

of each internocle; Up. -lVIid. -Lr.: c111m wall thickness at the upper， l11iclclle and lower part of each in・

ternocle. 

Sal11pl告 c111mheiぼht:111日clake12.10111， hachiku 1l.75m， 1110sochiku 12.85m 

2.2試料作製および観察方法

成熟した竹科の控は!盟く，特に光顕用横断切片の作製が沼難であるため，エチレンジアミン

(以下ETD) により次のように軟化処現を行った。

間定保存されていた枠盤試料より小フ令ロック (T: 5 O1m， L: 20ω30mm) を切り出し，水洗，

4 %ETD水溶液に捜し， 45T3日間処閣の後，処理液を新しい液に換え，合計7'"'-'10 日間処醸

し(科躍の揮さにより日数を加減する)，取り出して800Cの50%エグノー/レにら時間以上設し，

スライディングミクロトームで20μm限切片の作製に用いた。放射・蛾線切j十の作製では ETD

処理は 1~2 日とした。 Iお3. F. Kむωuω.1k叩acぬhk叩a1

j用羽いているが，ETD単独の処理でも有効で、あった。

光顕切j十はサフラニン・ブアストグリーン二二議染色し，カナダパ/レサムに封白人して観捺した。

また，…部の試料では氷酢Y駿…一過酸化水紫による解織などを行った。細胞袈紫の寸法は，顕微

鏡写蕊上で悶盛付Jレーベ (0.111101)を部いるか，万能投影器J二で計測した。

走査活子-顕微鋭観察では，片刃のカミソリ刃で観察諮1を切り出し，アンチホノレミン 1: 1水機

液で15分処理し，金コーティングして観察した。さらに，表皮細組について，民議コーティング

して EDXAによりケイ紫の分布を調べた。
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3. 結果と観察

科挫の組機構成を見ると，外側から諜皮，

下表皮，皮}留，次いで諜組織とそのIれに散

在する級官:東・部長官:東~\j~の機織からなる

い仁!:1心柱，さらにi設内側に般の潟l!)J包!習が

あり，髄胞に諮っている (Fig.1)。なお，

i設内側のj学盛期IIJ出胞については，髄掛，内

股あるいは内皮穏などと呼称されている

が州， it槌j躍は他の意味でも月1いられるJEJ

であり 1G) r髄の辺縁部で~:ffi管東に援す

る部分にやや小jl予の細胞j留の分化する;場合，

これをi槌溜 (111edul1ary sheath) とい
うJ17)との記述もあるので，以下，本論文
では鵠沼とn予ぶこととする。

3.1表j支と皮Iral

1 mm 

Fig. 1. Transverse sections of culm walls. 

A: l11adake; B: hachiku; C: 1110sochiku 
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表皮は 1J脅，下表皮もおおむね1J母(局

帝IIU守に 2J関)，皮は 4----7憾の細胞j留か

らなり，決皮から皮!沼下官1Iまでの採さはマ (Section日fl・0111mid. of Lmax intcrnod日)

ダケとハチクでは60----70μ111，モウソウチクでは約100μ111であった。

(1) 表皮の純!自 決成は基本的にはj学般の長細胞と 2純の部担授の短縮j胞からなり，他に気孔を構

!成或する綿胞や毛状突f起迫の1披錠古鵠部i日i(屯先lはま!脱抗蕗) などが散在していた。 j降翠按長
総筏(以下T1.径歪)1叩0----1悶5μ111η1，放射能(以下R経) 15~20μ111 ， ilirlr方向長さ(以下L.従d)40 

----50μ111.ぽ孔が多く，粋淡間から見ると著しい[舟!日を示す (Fig.2)。

はケイ欝細胞とコルク細胞とされている九簿鍍組l胞の…つは接線部で見てT.L 
伎とも10----15μm税度の方形~締盟で. f患の…つのy~j.控細胞は. I学般車III胞とよ記の初出掛Il胞の

間にくさび加に割り込んで、いて (Fig.2A. C. D)，枠畿閣ではTまたはL径 8'"'-10μmの長

円?惨な訴し，内容物を含む。この内容物を EDXAで総べると，ケイ紫のみお在が!顕著に認め

られ (Fig二3).この制l胞がケイ酸細胞であることがわかったo EDXAスペクトルは木材中の

シリカのそ~1..18)に綴凱し，ニ機化ケイ酸合水物と推測される。ケイ紫の布石:在は 3 稲で認められ

たが. 3顧問の遊具な論ずるには，まだ観紫数が少ない。今後.11:主義2経過を含めて精うをする必
裂がある。ケイ般細胞は納'}][[1]に見てコルク細胞の上側に位躍し，この点はイネの節開設JJzの

場合19!と問機であるo なお，もう…方の薄議細胞のコノレク化の状況については，今聞は調査で

きなかった。表皮の制!lを構造の梓内変動や艇の特徴などについては，さらに詳細な調資が必要
で、ある O

(2) 皮閣の細胞 知日1}取で際般の知IJ胞からなり，下表皮誼下から内ガへややIミ径が増大す鳴る。 3

椀間の漣は二1'1到i出?で.T1.圭15----25μ111. R筏10----20μm. L良d20----50μ111税!主であった。

:3.2維管束と維管東鞘

基本;総織の柔組織中に繊維群(級官~*鳴りを伴った維管来が散在している。本論文では. 1.史:白:

，繊*it併をIwzき水器11と11ifH司l:{rI:!:I心とする調lJW&1伴を単に縦管束と 11ヂび，総管束とi徳押する
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-維科;;}:ftと記述することとする。

(l) 維管取と織総・級官:;* 3紐の基本組織1:1:1では，鱗繰昨は2{1司の後生木古1;大経道管の{HlI万と，

脱者11の外側ならびに原生木部当日|慌の内側の 4ilRi所に発途して縦管東戦を形成し，それ以外に付
随する議離lf:'ff;;t 5};(13 していなし ~o 枠般の仁村火・から外方に向かうにつれ紺~{~\;*は縮小し，皮j間近

くでは維官?:t誌を欠さ織議鮮のみとなる (Fig.l)。この領域(表皮から約O.lmm付近)では繊維

滑が密に並び，線分法で求めた総統は95%にも述ずる。織議長率はi付ブゴに向い急減し， 0.31111l1 

で80.-...-85%，0.5........0.7111111て、45........70%となるが，モウソウチクでは高繊維本の官民域のi闘が他の 2

概よりj広い傾jf司が偶われた。…ブJ，枠般1*19とからl今ガにかけては，縦営;]:fミはしばしば拡大し，
繊維鮮はやや縮小す帽る髄向が認められる O そこで，枠般の中央で級官東ならびに鱗毅・級官;取

の寸法 (T認と R筏)12翻べ，ホ11互の北il佼そ行った。また， 41手段横断間における絡線・維管東

の分布数およびIIIT鍛割合についても検討した (Table2)。

Table 2に兇られるように，維管東の径はJJ旬高節11Jiとi泣長部間]で、は設が小さく，上部自I['iI/司で

減少するのに対・し，鱗経・縦管束の径は， JJ勾高節ri:I]から妓長節1M]，上命rmtm間へと減少する傾向
を示している o 3秘の鍛12比較すると，モウソウチク…マダケ…ハチクのj聞に小さくなるが，

Fig. 2. The silica cell日in111日d日keepidermis at the middlc of 13. JI. intcrnod邑.

A: SUl・[ac日目ndradial section of epid日rmis.Arrows indic註tesilica cclls; 13: epi. 

clermal cells in a tanはentialsection. AI
咽rowsindicat巴silicacclls; C: an enlarged 

view of a silica ccll. Arrow indicates siliceous inclusion; D: a schema of日pi.

dcrmal c日lls. 1: surfac巴view，2: sectional vi日walong thc dot lin台 in1. ll: thick. 

walled long c巴11;b: silica cell; c: thinベvalledshort cell (cork cell). 
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C 

Si 

Fig.' .'i. An EDS examil1ation 011 111osochiku epidermis at the midclle of the 

Upper internode. 

A: surfac日viewof carbon.coalecl er】idermis.An・owsindicate silica cell邑
bright日nedby their siliceuus inclusiun; B: Si mapping 011 the same ar日a

of epidermis shuwn in A; C:立ηXAspectrum un a silica cell 
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Tabl日2 Diamet日1・5，number and areal percentage of vascular bundles with fiber groups on the trans・

verse s己ctiO!lof culm wall. 

R-diam. (聞社1) 'I¥diam. (111悶) Numbcr Arca 。f
Spccics Intcrnodc of Vs十F Vs十F

Vs Vs十F Vs Vs十F (/sq.lIIl11) (%) 

Madakc 13. H. 0.2 1 0.5 1 0.3 1 0.4 3 4.1 4 5 

Lmax 0.2 4 0.4 7 0.3 4 0.4 2 4.6 1) 6 

0.1 9 0.3 7 0.2 8 0.3 9 6.8 5 4 

0.2 1 0.4 8 0.2 7 O.t! 4 4.8 4 6 

Lmax 0.2 0 0.3 9 0.2 4 0.3 7 6.2 5 2 

Uppcr 0.1 6 0.3 0 0.2 4 0.3 4 8.9 5 4 

Mosochiku B. H. 0.2 5 0.5 7 0.3 :j 0.5 1 2.4 3 6 

Lmax 0.2 6 0.4 6 0.3 5 0./) 8 3.2 4 1 

じppcr 0.2 1 0.3 8 0.2 9 0.4 1 6.5 5 1 

R・diam.:radial diameter; T.diam.: tangential diameter; Vs: vascular bundle， 

Vs+F: vascular bundle with fiber groups. 
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モウソウチクとマダケの琵はわずかである O なお， 1可一部間内では，多くの;場合，節i問下書sに
おける径がf設も大きく，上告liにおりる筏がこれに次ぎ，路間1:11うたにおける怪が最も小ざい{偵を
示した。この変動は部'iI1Jj上部および下部の枠控障さに関係しているようであった。

枠控横断前iJ二における繊維・維1~*の分;:(!i数(横断部Inm'当り)を見ると，どの鮪!間において

もハチクが最も潟く，次いでマダケ，モウソウチクのJI闘であった。 T滋積寄l合(切抜き杯抵j去に

よる)においても，分布数ほどの設はないが， 3鶴のJlIDiは附様であった。マダケやモウソウチ
クの繍縫・縦管束の径は大きいので，関税割合で、はハチクとの授が縮まっている。

(2) 木部構成製紫 木部には一対の大径の後生木部道管がある。そのI度筏は皮間近くの維管TIミで
は小さいが， I勾方に向かい大きくなり，料獄中央:から内方では，マグ、ケ100~130μ111 ，ハチク

90~llOμ111 ，モウソウチク 120~150μ111 であった u議録宣告問中央での測定値)。なお， R径と

T径の琵に…定の傾向は見られなかった。

ノ、チクが最も小設であるが，マダケとの

謹は小さく，モウソウチクが他の 2~mよ

り大読と脅える。選管嬰紫の長さでは，

モウソウチクが短く約O.3m阪であるのに

対し，マダケとハチクはO.7~ 1仰ぐら

いであった。

上述の大接選管は網紋選管で，静i混は

単せん孔であるが，多孔(階段)せん孔

も認められた。 i精i設せん子しのパーの附|開
は狭く，せん孔較で対・応;ずるパーが交援

して網状を訴す例が見られた (Fig.4)。

には多数の盛子しがあり，ハチクで

は対列状に放ぶが，マダケでは交立状と

なる慨向が認められた (Fig.5)0l1¥J孔

口は水平方向に;良い長楠円形~総?診を訴

すが，その兵衛は， SEM写真上の測定

Fig. 4.0ccasional multiple (scalariform) perforatiol1 

plates il1 metaxyl把mvessel日

A: l11ultiple perforatiol1 (hachiku， up. o[ 

Lmax) 13:日11enlarged view shows mismat. 

chin認 ofbars in a scalm任。rmperforatiol1 

plate (mosochiku， up. of 13. H.) 

Fig. 5. Pitting 011 the 111etaxylem vessel walls. 

Views on radial sectiol1s of th日 centralregion of each culm wall (mid. of B. H.). A: 

madake， altern日tetype; 13: hachiku， opposite typ日:C: mosochiku， opposite to alternale 

type. 
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で、，マダケでは小さく 1-----2μITI，ハチクとそウソウチクでは 2-----3--......7μ111(いずれも腕南部

問中央，科控1:1::]央での測定)であった。また，縦断面のSEM観察で、しばしば小筏選管(j直後

10-----15μ111，おおむね1jません孔)が認められた。

原生木部に由来するj鳩i環はチロソイドでふさがれているが，モウソウチクのチロソイドはや
や障壁で泡状を示すものが多いのに対し，マダケとハチクで部躍でi縮技状のものがしばしば認、
められた。モウソウチクのj手控チロソイドではi時に脊銭澄子しが認められた。

(3) その協の袈紫 紺:管来内には自lili部の袈鍛，議細胞， g良識1lIli!!と外形は類i以するが有線慰安子しをも
つ細胞などが認められたが， 3灘ごとに詳細に観紫するには笠っていなし'0t~t管東~i告を構成す

る鱗畿の寸法については既往の報A脅2のがあり，また，繊維盛構造の研究には透過電顕での観察

が必要で，今聞は実施しなかった。

3.3裁本組織梁調1111包

謀本総織の梁細胞は，縦断i闘で児るとやや!手段でL方向に長い細胞がilq!r方向に述なり，その並
びの所々に務鐙の矧細胞が介者している (Fig.6)。これらの梁細胞の寸法を議長館問中央の枠

境中央官liで測定した結果は次の通りである。

横断面で測定した長細胞の筏は (R経とTの珪は不定)，マダケとモウソウチクでは授がなく
IlQ-----55μ111，ハチクではやや小筏で35--......45μmであった。一方，長さは，マダケとモウソウチク

では50--......135μm(平均90μl叫，ハチクでは60-----155μm(平均100μ111)であった。なお，挫障さ

は，マダケとハチクでは1. 5-----2.5μ111 ，モウソウチクでは 3~4μ111 艇度であった。務抵の綬細

胞の筏は長細胞より 5-----10μm小さく，長d Olillr方向)は 6-----25μ111，平均して約10μmで 3

駆ともほぼ類似していた。

3砲の器本組織梁純j胞には，縦新耐における形・配列においても特徴が見られた (Fig.6) 0 

Fig.6Bに見られるようにハチクの長細胞は軸方向にi陥(筏)の変化が少なく組問型であるのに

対し，他の 2総，特にマダケで著しいが，細胞が中棋で膨らみ博形を示す (Fig.6A， C)。

長細胞の米端における幡(経)に対する細胞中央における綿(経)の比を調べてみると，放射断

i商では，マダケ1.39，ハチク1.06，モウソウチク1.15， ，マダケ1.27，ハチク1.11，

Fiぼ.6. Comparison of the shap日ofp日renchymacell in the ground tissue. 

Views of radial 日記ctiol1Sat the c巴ntralregion of each c111m wall (mid. of Lmax)目

A:111日dake，ban・eltyp日;B: hachikl1， cylinder・typ巴;C: mosochikl1， barrel typ仏



154 

Fig. 7. Medullary sheath cells. 

A: Medl1llary日h日athceIls in日tangentialsection of 1110sochikl1 (l11id. of LI11HX) ; 

13: radial sections of l11edullary cells (mid. of Lmax)， 131: madake， 132・hachikl1，

B3・mosochiku;

C:日nenlmヌedview of medl1llar・ycells in 1110日ochikl1(lr. of B. H.) 

'95 

モウソウチク1.18であった。マダケとそウソウチクでは放射・接線開l術部で膨らみが認められ

(榊却にハチクでは膨らみが少なく，細胞ははほぼ円筒形令部していることが判る。

3.4髄抵の細胞

特捜の最内1fiUIこは基本組織の議制組とは明かに異なった細胞!詩(本論文では髄怒と呼称)が認

められる。髄溜納胞!認は蛾綿方向に;良い細胞からなるが (Fig.7 A) ，そのl摘は節問中火・でマダ

ケで5"""'"6 J留，ハチクで5"-'81留，モウソウチクでは10--....14熔であった。 j習数では，胸高，

上部の各f諮問の間の設はあまり認められなかったが，節|間内では，下積1)から上告1)へ減少するよう

であった。

髄冠の細胞は放射断稲で、はおおむね方形で (Fig.7 B 1 --.... 3 ) ，議長鮪l渇の中央で測定した寸

法は Table3のようであった。 3種の!鴇で多少の殻があり，マダケでは良さ (T方向)がf自の
2極より大きく，モウソウチクでは， L{主がやや小さめである。…方，波浮と水化の根j立には授

があり，特にモウソウチクではすべての節1習で著しく肥際 (Fig¥7C)・木化していた。

マダケとハチクでは，上部fmi問でトは髄究室細胞は1]出陣し，木化も進んでいたが，議長-節聞やJJ旬誕百ifi
問では，肥j翠・木化が少し進んでいるか，ほとんど進んでいない状態であった。マダケとハチク

での観察結架から， 1鎚泡細胞の肥!苧・木イ以苦手jiのよ部から下部に向かつて進むことが示唆される。
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'fable 3 Dimension of medullary sh開 thcells at the middle of Lmax internode. 

Dimension l¥1adake Hacltiku l¥1osocltiku 

Tangelltial 

Radial 

Axial 

5 0 8 7 1 3 

25- 2 8 3 0 

1 5… 2 6… 3 0 

50- 73- 9 5 

20- 2 8… 3 8 
20- 3 0… 4 5 

Numerals are the minimum， mean and maximl1m vall1es of meaSl1rements. 

4. ま と め

60- 76-1 0 

20- 25- 3 0 

12- 1 7 2 5 
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竹梓の細胞構造の概要は知られているが，今回の観察で表皮にケイ紫化合物を含む細胞を確認

することができた。また，後生*i'ffs選管に多孔せん孔が認められ，小j選管の存在も明かとなった。
髄抵の継!胞についての報告は少なく，今出も概要を観製したに過ぎないので，その形成・成熟経

過，細胞控構造など名称を含めて今後さらに追究する必要がある。

マダケ，ハチクおよびそウソウチクの3種の竹科の刺胞構造は極めて鰯似しているが，袈紫の

寸法や形から 3櫨の陪jに鷲が認められた。

モウソウチクでは，皮!認と髄JNの綿j胞J回数が多く，維管束，道管，梁細胞の径もf告の2穣より
大きい。しかし，髄抵の細胞はやや小さく，また，髄抵の細胞隠が浮く，躍のJl巴隊・木化が顕著

で， 1諮冠j留はそウソウチクの細胞構造の一つの特徴点となっている。
ハチクではそウソウチクとは逆に謀長管東，道管，梁細胞の筏が3綴の中で最も小さいが，繊

維・維管来の分布数，間樹割合は最も高い織を示した。また，梁細胞は円偽7静で長く，縦断認で

整然と並ぶという特徴が認められた。

マダケでは*ff~管京，選管，議細胞の筏はおおむねハチクより大きく，モウソウチクに近いfi涯を

した。また，梁細胞は;陣形の傾向を訴し，ハチクとの謹が明瞭で、あった。モウソウチクとは髄

経細胞の寸法と，援JJI:l障で異なっていた。

後生水音15の大道管の壁子しを見ると，マダケでは交互状配列の傾向が現れ，内孔o径は最小であ
り，ハチクでは対列状で孔仁11主が大さいなどの特徴が認められた。観察館所による変興などをさ

らに検討する必裂があるが，道管壁孔は3栂の識別に役つようにj志われる。

ノ、チクでは，繊維・維管束の援が小さく，分布数は蒔く，また謀本組織梁細胞が円i期限でi!ijI!方
向に盤然と放んでいるが，これらは茶笹のように約制する加二仁川に適していると考えられる。八

十本立，本立の茶答の穂先はT方向o.3-----0. 5mm， R方向0.15-----0.2Il1m程度まで細割されるので，
繊維惑が商いことと組織の通磁性が要求されるであろう。

これまで竹;障の組織構造では，維官f来聴を構成する線維についての研究が多くなされてきたが，

表皮から皮!弱までの梓の淡層部と髄!控に崩ずる髄組問は，竹梓の工芸主的利用や加工とも関わりが

深いと考えられる。稿々の竹枠の利用との関連を踏まえた細胞構造の研究が望まれる。本論文が

3程の竹の細胞構造と利用・加工との関連を王寺える上で，多少とも役立つことを願って結びとす

る。
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Resume 

Th巴 cellularstructure of culm wall was investigated in the internodes of madake (Phytlosfachys bam-

busoides Sieb.巴tZucc.)， hachiku (P. nigra Munro var. Hel10nis Stapf) and mosochiku (P. tubescens Mazel 

ex Houz. d巴 Leh.).Th巴sampleculms wer巴grownil1 th記 KamikamoExperimental Station of the Kyoto 

University Forests， Kyoto City and were three 01' more years old. The il1ternode at breast height， the 1011-

gest inter-node il1 the culm al1d thεupper internode having the same length as that of the br日世話theight 

were collected fr・omeach sample culm (Table 1). 

1) Major element百 ofthe叩idermisare thick-walled long cells and thin-wall巴dshort cells of two 

types. One of th巴latt邑ris a silica cell which was confinned by EDXA. 

2) Vessels in metaxylem ordinarily have simpl日 perforationplates but occasionally have multiple per-

foration plates. Small.diam巴tralfunctional vessels are found between a pair of large-cliam記tralves-

sels in metaxylem. VesseJ wal1 pitting may have a diagnostic vallle to identify th日sesp巴cies.

3) A cellular layer， a mec¥ul1ary sheath， is formed in the inn芭rside of cuJm wall along the pith cavity， 

ancl the cells composing the lay巴1・日1・記 long in tangential direction， small・dial治etralin radial and 

Jongitlldinal direction. The cell 'i司rallsof them are thickened and lignified in matllration. H巴avi1y

thickened and lignified cells of medullary sheath are found in mosochiku culm walIs 

4) Cross-sectional dim巴nsionsof the vascular bllndl記s，metaxylem vessels and par巴nchymacells in 

grand tissue arεlarg母stin mosochiku and日mallestin hachiku. 

5) The clllm walI of madake is distingllished by barrel typ己parenchymacells [rom that of hachiku， 
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by inferior m己dullarysheath from that oi mosochiku. 

6) The culm 'i九!allof hachiku has small巴stvascular bundles and is high巴stin the number of bl1ndles 

per unit ar日目.It is distinguished by cylindrical parenchyma c日llsfrom those of madak巴.

7) Th巴 c111mwall of mosochiku is distinguish乳bleby thick.walled， barrel typ日parenchymacells， and 

by a widε1・medl111arysheath composed of small.diam己tral，h巴avilythickened and li反nifiedcel1s. 




